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[緒言] アルカリ賦活法で作製したナノポーラスカーボン(NPC)は、水素吸蔵に適したミクロ孔を

有している 1) 。作製した NPC は、温度 77K 圧力 12 MPa の条件で 4.0-6.7 wt%の水素吸蔵量を示

した 1) 。さらに、1-12 MPa の範囲では、作製した NPC は高い水素放出量及び残存水素量が有し、

圧力が上昇するのに伴い、水素加圧後の水素放出量及び残存水素量が増加していることを確認

した 2) 。作製した NPC の水素吸蔵能力は加圧圧力値だけでなく、NPC の細孔径と細孔容積に大

きく影響する 3) 。そこで、本研究では細孔径と細孔容積が異なる NPC に対して、12MPa 水素加

圧後に大気雰囲気中で放置し、常圧状態で残存する水素吸着特性を明らかにした。 

[実験方法] 籾殻の炭化には回転ドラム式の籾殻燻炭製造機(武井建設社製)を用いた。炭化した籾

殻と水酸化カリウム (KOH)を適切な重量比で混合し、異なる賦活強度で 850℃、2 h 、半密閉大

気雰囲気下の条件で調製し、NPCを作製した。以下、作製したNPCの呼称をKOHの添加倍量に

応じて RHA3、RHA5、RHA7 とする。また、比較試料としてピッチを原料とした MAXSORB

（関西熱化学社製）とヤシガラ活性炭(KD-PW100:（株）ユーイーエス)を用意した。NPC の細孔

径と細孔容積を高精度比表面積・細孔径分布測定装置(マイクロトラック・ベル製、BELSORP-

max)で評価した。12 MPa加圧後、常圧状態で残存する水素の量を残存水素量(Rin-press)と定義し水

素蔵特性評価装置(レスカ製、PCT-C08-01)を用いて測定した。また、吸着した水素量を評価する

方法として、ガスクロマトグラフ (GC：Gas Chromatography) 法を用いた。大気雰囲気中で一定時

間 (0 min, 2 min, 144 min)を放置して、水素を吸蔵した NPC を水に入れると吸着していた水素が水

中に放出される。その放出される量を水素放出量(R0min, R2min, R144min)と定義し、GC測定により放

出量を求めた。 

[結果と考察] 窒素吸着等温線より、Raw, RHA3-7, Maxsorb及びヤシ殻活性炭の比表面積がそれぞ

れ 203, 2723, 3086, 2660, 3120及び 885 m2/gであり、全細孔容量は 0.13, 1.78, 2.83, 3.03, 2.06, 及び

0.44 cm3/gを示した。水素吸蔵量測定結果より、加圧後には各試料は 0.02-0.16 wt%の水素が残量

したことが確認した。さらに、NPC は賦活強度の増加に伴い、Rin-press は 0.02-0.16 wt%に増加し

た。Maxsorb及びヤシ殻活性炭の Rin-pressは 0.03 wt%である。次に、Fig.1に 12 MPaで加圧水素処

理後には各放置時間における NPC の水素放出量及び残存水素量を示す。まずは、放置時間が増

加するのに伴い、各試料の残存水素量は減少していることを確認した。また、NPC は賦活強度

の増加に伴い、R2minは 0.02-0.16×10-3 wt%に増加し、144 minを放置した R144minは賦活倍量による

水素放出量の差異はほぼ確認されなかった。144 min を放置した NPC は Rin-press に対し、0.33-

0.39%程度の水素を残留した、一方比較試料の場合で 0.16-0.18%程度であった。以上より、作製

した NPCは、12MPa水素加圧後に、他試料よりもより多く水素を残留できることが分かった。 

 
Fig. 1. 12 MPa加圧水素処理後には各放置時間における NPCの水素放出量． 
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